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令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月

８
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の
７
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

11
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ

４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

（
質
問
の
内
容
は
Ｐ
６
～
Ｐ
９
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
審
議
に
先
立
ち
、
海
津
代

表
監
査
委
員
よ
り
、
決
算
審
査
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
一
般
会
計
を
含
む
認

定
９
件
及
び
（
仮
称
）
千
歳
平
小
学

校
放
課
後
教
室
建
築
工
事
に
係
る
契

約
の
締
結
な
ど
、
議
案
10
件
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

№ 件 名 提 出 者 結 果

１

国に対し、適格請求書等保存方式（イ

ンボイス制度）の延期・見直しを求め

る陳情書

インボイス制度を考える

フリーランスの会（東京都）

代表 阿部 伸

議員配布

２
全国霊感商法対策弁護士連絡会の不

当な声明に対する陳情

青森市

木村 睦夫
議員配布

陳 情 書

ふるさと納税促進事業 9,240千円

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業 38,779千円

六ヶ所村
住民税非課税世帯

（給付額：３万円/世帯）

①課税情報を元に抽出した対象世帯に、
案内チラシと確認書を送付

③登録口座へ振り込み

②確認書を返送

津
波
避
難
対
策
基
礎
調
査
事
業

８
，
７
８
９
千
円

津
波
到
達
時
間
内
に
高
台
へ
の
避

難
が
困
難
な
地
区
に
対
し
て
は
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の
整
備
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
津
波
想
定
を
踏

ま
え
た
現
地
調
査
等
を
行
い
、
今
後

の
津
波
避
難
対
策
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
。

鷹
架
地
区
観
光
拠
点
エ
リ
ア

整
備
基
本
計
画
策
定
事
業

３
３
，
９
９
０
千
円

持
続
的
に
人
々
が
集
ま
り
、
に
ぎ

わ
い
を
創
出
で
き
る
エ
リ
ア
の
整
備

に
向
け
た
「
鷹
架
地
区
観
光
拠
点
エ

リ
ア
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

会 計 名 収 入（千円) 支 出（千円) 差引残額（千円)

一 般 会 計 15,389,382 15,043,730 345,652

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定) 1,002,942 991,669 11,273

後 期 高 齢 者 医 療 101,085 96,903 4,182

国民健康保険（千歳平施設勘定) 112,496 110,160 2,336

介護保険（保険事業勘定) 1,159,862 1,092,164 67,698

合 計 17,765,767 17,334,626 431,141

令和４年度各会計の決算状況

令和４年度の一般会計歳入歳出差引額：431,141千円
※歳入歳出差引額のうち令和４年度の特定の事業に143,332千円、172,000千円を基金繰入額に、残額
の115,809千円は翌年へ繰越します。

会 計 名 収 入（千円) 支 出（千円) 差引残額（千円)

水 道 事 業
収益的 ※１ 337,627 300,467 37,160

資本的 ※２ 97,400 252,483 ▲ 155,083

農業集落排水事業
収益的 ※１ 82,578 79,583 2,995

資本的 ※２ 32,013 55,608 ▲ 23,595

下 水 道 事 業
収益的 ※１ 645,770 635,070 10,700

資本的 ※２ 202,150 470,313 ▲ 268,163

工業用水道事業
収益的 ※１ 27,506 25,139 2,367

資本的 ※２ 8,887 8,889 ▲ 2

合 計 1,433,931 1,827,552 ▲ 393,621

令 和 ４ 年 度 早期健全化基準

①～④の指標について、国

の示す基準を下回っており、

村の財政は健全な状態です。

① 実 質 赤 字 比 率 －（％） 13.65（％）

② 連結実質赤字比率 －（％） 18.65（％）

③ 実質公債費比率 3.7（％） 25.0（％）

④ 将 来 負 担 比 率 －（％） 350.0（％）

令和４年度企業会計の決算状況

健全化判断比率

※実質赤字又は連結実質赤字がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は「－」
を記載している。

※１ 経営に伴い発生が予想される収入と支出
※２ 将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
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令和４年度会計の算令和４年度会計の算
     

の業の業
※構成比とは、一般会計決算を100％としたときに、各支出額がそのうちの何％を占め
ているかを表したものです。

総 務 費 支 出 額 構 成 比
2,728,202千円 18.14％

総務費は、村の全体的な事務などに使われました。

○原子力立地給付金交付事業費補助金 104,529千円
○文化交流プラザ指定管理委託料 194,128千円
○住宅新築・リフォーム助成金 68,977千円
○システム更新業務委託料 125,433千円
○地域情報基盤設備更新工事実施業務設計委託料 45,137千円

文化交流プラザスワニー

民 生 費 支 出 額 構 成 比
1,937,099千円 12.88％

民生費は、お年寄りや子どもなどの福祉に使われました。

○障がい者自立支援給付費 315,862千円
○高齢者等無料入浴送迎バス運行委託料 39,931千円
○千歳平こども園指定管理委託料 123,078千円
○泊こども園指定管理委託料 106,005千円
○南こども園指定管理委託料 82,743千円

千歳平こども園

衛 生 費 支 出 額 構 成 比
1,163,338千円 7.73％

衛生費は、各種健診や予防接種、ごみ処理などに使われました。

○各種検診委託料 33,913千円
○定期予防接種委託料 20,750千円
○六ヶ所村医療センター指定管理交付金 221,000千円
○新型コロナウイルスワクチン接種委託料 23,885千円
○ごみ収集委託料 65,666千円

六ヶ所村医療センター

農林水産業費 支 出 額 構 成 比
744,817千円 4.95％

農林水産業費は、農業・漁業・畜産業の振興対策などに使われました。

○野菜予冷庫改修工事請負費 64,160千円
○村営放牧場指定管理委託料 30,867千円
○農道整備工事請負費 49,229千円
○泊地区漁船修理施設改修工事請負費 32,890千円
○尾駮地区漁船修理施設改修工事請負費 44,660千円

野菜予冷庫

土 木 費 支 出 額 構 成 比
2,441,053千円 16.23％

土木費は、道路・村営住宅等の維持管理や建設などに使われました。

○路面性状調査委託料 27,500千円
○村道等舗装補修工事請負費 35,643千円
○除排雪委託料 370,809千円
○尾駮地区排水路転落防止対策工事請負費 58,058千円
○(仮称)尾駮地区多目的広場整備工事請負費 58,436千円

除排雪委託

教 育 費 支 出 額 構 成 比
1,747,576千円 11.61％

教育費は、小中学校の管理や社会教育・スポーツ振興などに使われました。

○六ヶ所高校通学バス運行委託料 101,112千円
○スクールバス運行委託料 80,408千円
○千歳平小学校グラウンド整備工事請負費 125,177千円
○千歳平小学校外構工事請負費 119,312千円
○屋内温水プール指定管理委託料 137,344千円

屋内温室プール「ろっぷ｣

そ の 他 支 出 額 構 成 比
4,281,644千円 28.46％

○議員報酬や議会活動に使われた金額 131,018千円
○商工業や観光振興に使われた金額 375,718千円
○消防活動や防災活動に使われた金額 824,843千円
○借り入れたお金の返済に使われた金額 402,912千円
○特別会計や公営企業会計に支出した金額 2,547,153千円
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 質 問

こ
ど
も
園
付
近
に
て
親
子
連
れ
の

ク
マ
の
出
没
が
相
次
い
で
お
り
、
駆

除
隊
が
先
日
、
六
原
地
区
で
ク
マ
を

１
頭
駆
除
し
た
と
伺
っ
た
が
、
こ
ど

も
園
で
は
い
ま
だ
に
駆
除
で
き
て
い

な
い
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
村
内
に
お
け
る
鳥
獣
被

本
村
に
お
け
る
学
校
教
育
は
、
郷

土
に
誇
り
を
持
ち
、
多
様
性
を
尊
重

し
、
創
造
力
豊
か
で
、
新
し
い
時
代

を
主
体
的
に
切
り
拓
く
人
材
育
成
を

目
指
し
、
教
育
の
充
実
を
図
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
中
学
生
の
保
護
者
の
方
々

と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の

中
で
学
校
教
育
へ
の
期
待
や
不
安
な

ど
の
ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
の
で
次
の
４
点
に
つ
い
て
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

①
昨
年
秋
ご
ろ
県
教
育
委
員
会
が
県

内
の
小
中
高
校
で
の
不
登
校
の
状
況

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
30
日
以
上
欠

席
し
た
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
い
ず

れ
も
過
去
10
年
で
最
多
で
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
本
村
の
小
中
学
校
の
状

況
は
如
何
か
。
ま
た
、
学
校
や
教
育

委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

①
令
和
４
年
度
の
村
の
状
況
は
、
小

学
校
は
２
名
、
中
学
校
は
９
名
で
合

計
11
名
で
あ
り
、
過
去
５
年
間
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
主

害
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
在
村
で
把

握
し
て
い
る
本
年
の
被
害
状
況
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
村
長
の
所
信
を
伺

う
。本

村
で
も
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
は
、
年
々
、

増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

農
作
物
等
へ
の
被
害
報
告
は
、直
接
、

受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
大

き
な
被
害
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
が

急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
ク
マ
の
目

撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
村

内
全
域
に
防
災
行
政
用
無
線
を
活
用

し
て
情
報
提
供
と
注
意
喚
起
を
行
う

と
と
も
に
、
警
察
や
消
防
に
情
報
提

供
し
、
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
、
六
ヶ
所

村
猟
友
会
に
対
し
て
、
ク
マ
の
捕
獲

用
檻
の
設
置
や
巡
回
を
依
頼
し
て
お

り
ま
す
が
、
捕
獲
に
至
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
職
と
し
て
は
、
住
民
の
安
全
安

心
の
確
保
を
第
一
義
と
し
、今
後
も
、

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

髙
田

翔
議
員

質
問
：
村
内
に
お
け
る
鳥
獣
に
よ

る
被
害
状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

戸
田
村
長

回
答
：
防
災
行
政
用
無
線
で
情
報

提
供
と
注
意
喚
起
を
行
い
、
警
察

や
消
防
に
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
猟
友
会
に
対
し
て
ク
マ

の
捕
獲
用
檻
の
設
置
や
巡
回
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。

附
田

角
栄
議
員

質
問
：
教
育
相
談
員
は
、
学
校
と

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の

か
。ま

た
、
不
登
校
の
児
童
、
生
徒

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

橋
本
教
育
長

回
答
：
児
童
生
徒
本
人
と
の
対
話

や
、
学
校
や
保
護
者
と
の
面
談
を

実
施
し
、
教
育
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
登
校
で
き
な
く

な
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

適
応
指
導
教
室
を
実
施
し
、
保
護

者
や
教
職
員
か
ら
の
相
談
に
対
し

て
も
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。

髙田 翔 議員

附田 角栄 議員

     


な
要
因
と
し
て
は
、
小
学
校
中
学
校

と
も
、
心
身
の
不
調
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
い
じ
め
に
よ
る
不
登

校
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
の
対
応
と
し
て
は
、

ま
ず
、
早
期
発
見
に
努
め
る
た
め
、

校
長
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
学

校
内
の
見
回
り
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
状
況
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
不
登
校
と
な
っ
た
場
合
、

児
童
生
徒
の
悩
み
や
家
庭
状
況
を
適

切
に
判
断
し
た
う
え
で
対
応
す
る
た

め
、
学
校
並
び
に
保
護
者
と
の
面
談

等
を
行
う
な
ど
、
保
護
者
と
の
連
携

を
図
り
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
応
じ
た
登
校
に
向
け
た
取
り

組
み
や
学
習
方
法
の
検
討
を
行
う
ほ

か
、
通
信
機
能
付
き
の
端
末
ア
イ

パ
ッ
ド
を
貸
し
出
す
な
ど
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
、
様
々
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

②
教
育
相
談
員
が
４
名
配
置
さ
れ
、

月
に
一
回
程
度
は
学
校
を
訪
問
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
教
育
相
談

員
は
、
学
校
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
い
る
の
か
。

ま
た
不
登
校
の
児
童
、
生
徒
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

②
教
育
相
談
員
は
、
児
童
生
徒
や
そ

の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
に
適
応

で
き
な
い
な
ど
の
悩
み
や
子
育
て
・

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
、
広
く
相
談
で
き
る
体
制
を
整

え
る
た
め
配
置
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、
児
童

生
徒
本
人
と
の
対
話
に
よ
る
悩
み
や

不
安
の
共
有
、
学
校
や
保
護
者
と
の

面
談
に
よ
る
生
活
状
況
や
個
性
等
の

把
握
を
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
医

療
機
関
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
受
診

を
支
援
す
る
な
ど
、
そ
の
子
供
に
合

わ
せ
た
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
学
校
に
登
校
で
き
な
く

な
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
個

別
に
学
習
指
導
を
行
う
適
応
指
導
教

室
を
実
施
し
、
学
校
へ
復
帰
す
る
た

め
の
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
教
職
員
か
ら
の
相
談
に
対
し
て

も
指
導
や
助
言
を
行
い
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
作
る
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

③
平
日
や
長
期
の
休
み
で
も
課
題
が

無
く
、
テ
ス
ト
の
回
数
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
力
の
低
下
が
心

配
で
あ
る
。

ま
た
、
進
学
指
導
に
つ
い
て
も
、

生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
学
校
選
択
や

学
力
を
伸
ば
す
指
導
を
し
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
学
校
教
育
指
導
の
変
化
に
よ

る
も
の
な
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

③
村
内
中
学
校
３
校
の
う
ち
１
校
で

は
、
課
題
が
無
く
、
中
間
テ
ス
ト
も

行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
徒
自
身
が
自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
学
力

向
上
が
難
し
い
と
の
学
校
の
方
針
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
課
題
等
を
な
く
し
た
こ
と

に
よ
る
学
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
自

習
用
の
学
習
ド
リ
ル
の
紹
介
や
学
習

計
画
を
立
て
て
勉
強
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
ほ
か
、
授
業
等
で
理
解
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

毎
週
金
曜
日
に
個
別
に
対
応
し
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
方
針
が
保
護
者
へ
適
切
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
に
、
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う

指
導
す
る
ほ
か
、
学
校
訪
問
時
に
テ

ス
ト
の
結
果
や
授
業
等
の
状
況
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
の
指

導
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

④
村
外
の
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
の

下
宿
が
探
し
に
く
く
、
経
済
的
な
負

担
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
当
該
世
帯

へ
の
新
た
な
支
援
策
を
講
ず
る
考
え

は
な
い
か
。

ま
た
、
八
戸
市
、
三
沢
市
、
十
和

田
市
、
む
つ
市
内
の
高
校
に
進
学
す

る
生
徒
を
対
象
と
し
た
下
宿
の
確
保

に
つ
い
て
、
村
が
斡
旋
す
る
な
ど
の

対
策
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

④
現
在
村
で
は
、
村
外
の
高
校
へ
進

学
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
通
学
費
や

下
宿
等
に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減

と
し
て
、
月
額
７
千
円
を
支
給
す
る

高
等
学
校
生
徒
通
学
費
等
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
下
宿
の
斡
旋
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
の
事
業
者
を
紹
介
す
る

こ
と
と
な
り
、
行
政
と
し
て
馴
染
ま

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上
記
以
外
に
、
髙
田
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
た
一
般
質
問
の
件
名

・
村
営
住
宅
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
に
関
し
て
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 質 問

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価
格
１
９

９
０
年
の
調
査
開
始
以
来
、
過
去
最

高
値
を
更
新
し
た
状
況
を
受
け
、
本

年
９
月
に
終
了
予
定
で
あ
っ
た
燃
料

油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
を
年
末
ま

で
延
長
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
も
の

の
、
円
安
や
同
補
助
金
の
廃
止
も
視

野
に
入
れ
た
対
応
が
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
村
で
所
有
す
る
公
用
車
は
、
令

和
３
年
度
の
決
算
書
に
よ
れ
ば
、
２

０
２
台
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
長
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
や
燃
料
価
格
上

昇
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
車
両
を
更
新

す
る
際
に
は
、
電
気
自
動
車
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
導
入
も
視
野
に
各
車

両
の
更
新
時
期
等
に
つ
い
て
、
お
伺

い
し
ま
す
。

①
二
輪
自
動
車
の
配
置
先
と
使
用
目

的
及
び
使
用
実
績
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。

①
農
林
水
産
課
が
管
理
す
る
酪
農
振

興
セ
ン
タ
ー
に
原
動
機
付
自
転
車
３

台
を
配
置
し
て
お
り
、
当
該
セ
ン

タ
ー
の
作
業
員
が
広
大
な
敷
地
内
の

牛
舎
間
の
移
動
等
に
使
用
し
て
お
り

ま
す
。

②
普
通
・
小
型
・
軽
四
貨
物
自
動
車
、

普
通
乗
合
・
乗
用
自
動
車
、
小
型
・

軽
四
乗
用
自
動
車
の
車
種
ご
と
に
電

気
自
動
車
及
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

導
入
状
況
と
更
新
時
期
を
ど
の
程
度

と
し
て
い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

②
現
在
の
公
用
車
の
更
新
時
期
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
経
過
年
数
、
走

寺
下

和
光
議
員

質
問
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
公
用
車

の
更
新
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

戸
田
村
長

回
答
：
経
過
年
数
、
走
行
距
離
等

を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討
を
行

い
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
第
一
義

に
更
新
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

行
距
離
、
修
繕
の
頻
度
、
定
期
点
検

の
結
果
等
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討

を
行
い
、
車
両
ご
と
に
判
断
し
、
更

新
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

上
記
以
外
に
、
寺
下
議
員
よ
り

提
出
さ
れ
た
一
般
質
問
の
件
名

・
六
ヶ
所
消
防
署
の
新
築
移
転

に
つ
い
て

・
村
内
の
国
道
及
び
県
道
の
樹

木
剪
定
に
つ
い
て

・
上
下
水
道
接
続
部
等
の
現
状

把
握
に
つ
い
て

寺下 和光 議員

     



六
ヶ
所
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
六
ヶ
所
村
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
村
の
業
務
委
託
を
受
け
、
こ

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
年
齢
者
に
就
業
を
提
供

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実
現

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様
々

な
社
会
参
加
を
通
じ
て
、
地
域
社
会

の
活
性
化
や
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す

髙
橋

文
雄
議
員

質
問
：
高
年
齢
者
の
就
業
を
提
供

す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
法
人
化
す
る
考
え
は
な
い

か
。

戸
田
村
長

回
答
：
公
益
社
団
法
人
の
認
定
に

必
要
な
公
益
認
定
基
準
の
18
項
目

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
し
て
参
り
た
い
。

る
組
織
で
あ
り
、
積
極
的
に
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
労
働
力
不
足
解
消
の

一
助
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
作
業
に
従
事
す
る
こ

と
が
法
的
に
規
制
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
広
く

認
知
さ
れ
会
員
も
増
加
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。「
自
分
の
趣
味
の
時
間

を
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
、
短
期

間
な
ら
働
い
て
み
よ
う
」と
か
、「
一

日
中
は
働
け
な
い
け
ど
短
時
間
な

ら
」
な
ど
就
労
条
件
は
様
々
で
そ
れ

ら
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

活
性
化
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
法

人
化
の
対
応
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
に
働
く
機

会
を
提
供
し
、「
高
齢
者
の
生
き
が

い
の
充
実
」を
は
じ
め
、「
生
活
の
安

定
」
や
「
地
域
社
会
の
発
展
」、
そ
し

て
「
現
役
世
代
の
下
支
え
」
な
ど
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
毎
年
４

月
１
日
に
「
六
ヶ
所
村
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
実
施
要
綱
」

に
基
づ
き
、
六
ヶ
所
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、

そ
の
運
営
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
き
ま
し
て

上
記
以
外
に
、
髙
橋
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
た
一
般
質
問
の
件
名

・
第
一
次
産
業
分
野
に
お
け
る
労

働
力
不
足
の
解
消
方
策
と
資
材

高
騰
対
策
に
つ
い
て

髙橋 文雄 議員

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
訓
練
時
に
来
賓

等
の
送
迎
用
バ
ス
と
し
て
配
車
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
車
体
の
錆
や
購

入
後
15
年
経
過
し
て
い
る
と
の
情
報

等
を
鑑
み
れ
ば
、
本
村
の
将
来
を
担

う
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
上
か
ら

も
、
走
行
距
離
や
12
年
程
度
を
目
途

に
更
新
す
る
等
の
目
標
を
設
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

③
、
④

更
新
時
期
に
つ
い
て
は
②
と
同
様

に
考
え
て
い
る
。

今
後
の
公
用
車
の
更
新
に
際
し
ま

し
て
は
、
で
き
う
る
限
り
「
エ
コ

カ
ー
」
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
第
一
義

に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

は
、
会
員
登
録
人
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
41
名
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
事
業
の
決
算
額

は
約
１
，
２
０
０
万
円
で
、
従
事
す

る
職
員
の
人
件
費
は
村
か
ら
の
補
助

金
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

就
業
の
内
容
と
し
て
は
、「
ゆ
う

き
青
森
農
業
協
同
組
合
」
の
野
菜
選

別
を
は
じ
め
、「
企
業
や
個
人
」な
ど

か
ら
依
頼
さ
れ
た
草
刈
り
や
、
村
が

委
託
す
る
高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
な

ど
、
１
日
当
た
り
４
時
間
か
ら
８
時

間
程
度
の
就
業
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ご

質
問
の
、
村
の
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
法
人
化
」
に
つ
い
て

は
、
本
職
と
し
て
は
公
益
の
た
め
に

事
業
を
行
う
団
体
と
し
て
設
立
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
か
ら
の
信
頼
度

は
高
く
な
り
、
人
も
集
ま
り
や
す
く

な
る
こ
と
や
、
寄
付
の
税
制
優
遇
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
公
益
社
団

法
人
」の
認
定
の
た
め
に
必
要
な「
公

益
目
的
事
業
を
主
た
る
目
的
と
す
る

こ
と
」を
は
じ
め
、「
そ
の
事
業
を
行

う
の
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
び
技

術
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
」
や
「
公

益
目
的
事
業
の
収
入
が
、
適
正
な
費

用
の
額
を
超
え
な
い
こ
と
」
な
ど
の

公
益
認
定
基
準
の
18
項
目
を
ク
リ
ア

詳細や、再、掲載され

ていないもについては、ＨＰより

議事録をご確ください。

所有一覧

項 目 所有
台数

内
エコ
カー
台数

普通・小型・軽四貨物自動車 27台 ２台

普通乗合・乗用自動車 48台 10台

小型・軽四乗用自動車 20台 ３台

特殊自動車・建設機械等 107台 ０台

合計 202台 15台

Ｒ5.4.1現在

※経済産業省エネルギー庁HPより抜粋

③
特
殊
自
動
車
と
建
設
機
械
等
の
更

新
時
期
を
ど
の
程
度
と
し
て
い
る

か
。
伺
い
ま
す
。

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
送
迎
は
勿
論
、
多
く
の
行

事
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
走
行
距
離
や
運
用
期
間
も
厳
格

に
管
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
慮
す
る
が
、
先
般
、
本
村
の

む
つ
小
川
原
国
家
石
油
備
蓄
基
地
を

中
心
に
行
わ
れ
た
、
青
森
県
石
油
コ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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議   議議   議

９月定例会の主な議案審議結果及び補正算を公開

議名 議概要 賛否

六ヶ所村犯罪被害者等支援条例の制定
について

犯罪被害者等の支援についての基本理念を定め、犯罪被害者
等の支援に関する施策を総合的に推進することを目的に本条
例を制定するもの。 原

案

可

決

（仮称）千歳平小学校放課後教室建築
工事請負契約の締結について

契約金額：81,389,000円
契約相手：松尾建設有限会社
延床面積：193.80㎡

債券の放棄について 学校給食費に係る債権を放棄するもの。

令和５年度 ９月補正算（歳出覧表)

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,263,963 171,313 15,435,276

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（事業勘定） 1,003,322 4,164 1,007,486

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 100,207 37 100,244

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（千歳平施設勘定） 121,000 0 121,000

介 護 保 険 特 別 会 計
（保険事業勘定） 1,087,696 59,179 1,146,875

水 道 事 業 会 計
※１ 325,745 0 325,745

※２ 369,893 0 369,893

農業集落排水事業会計
※１ 82,561 0 82,561

※２ 43,115 0 43,115

下 水 道 事 業 会 計
※１ 658,318 0 658,318

※２ 576,283 0 576,283

工 業 用 水 道 事 業 会 計
※１ 30,807 0 30,807

※２ 6,107 0 6,107

合 計 4,405,054 63,380 4,468,434

（単位：千円）

※１ 収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと
※２ 資本的支出…固定資産の価値を高めるもしくは耐久性を増すために必要となる支出のこと

◆子育て世帯へ村独自の支援！
［案 件］子育て世帯物価高騰対策給付金事業について
⇒食費等の物価高騰の影響を受けた子育て世帯を支援するために、村独自の支援として、０歳から高校生
等までの児童を養育する者で村内に住所を有する者に対し、児童一人当たり３万円を支給する旨の説明
があり、対象児童は約1,400人で、事務費を含めた事業費は43,606千円を見込んでいるとのことでした。

◆六ヶ所村犯罪被害者等支援条例を制定！
［案 件］六ヶ所村犯罪被害者等支援条例（案）について
⇒犯罪被害者等の抱える問題は多岐に及ぶため、様々な支援が必要とされていることから、村では、村民
が安心して暮らすことのできる社会の実現に向け、犯罪被害者等への支援の充実や、村民の理解協力等
の観点から、六ヶ所村犯罪被害者等支援条例を制定することとました。
村の支援策としては、日常生活等に伴う支援や、村民等の理解の増進、人材の育成等、支援体制の構築、
民間支援団体に対する支援について規定した旨の説明がありました。
［委員意見］
・犯罪被害者等への迅速な対応が必要とされることから、これまで以上に関係機関との連携を強化するべ
きである。

           

総務教育常任

９月定例会での各常任委員会及び特別委員会の開催状況をお知らせします！

◆防衛省に対する要望活動を実施！
［案 件］防衛省に対する要望結果について
⇒去る８月28日および29日に実施した三沢対地射爆撃場周辺対策に関する要望結果について説明があり、
回答内容等を確認しました。
［委員意見］
・要望項目や要望内容は、施設周辺地
域の住民の意見を聞いて検討する
べきである。
・長年要望している三沢対地射爆撃
場の特殊性を考慮した騒音評価方
法の新たな制定については、廃弾
処理音等が飛行騒音と一体的な評
価には馴染まないとの回答となっ
ているため、全国の基地関係の協
議会など、様々な団体における要望内容の確認を行い、工夫するべきである。

産業福祉常任

◆新むつ小川原株式会社及び電気事業連合会へ要望活動の実施！
［案 件］関係機関に対する

要望について
⇒去る８月29日に実施した新
むつ小川原株式会社及び電
気事業連合会に関する要望
結果について説明があり、回
答内容等を確認しました。

むつ小川原エネルギ対策特別

◆ひとり親世帯へ支援！
［案 件］ひとり親世帯等臨時特別給付金事業について
⇒食費等の物価高騰の影響を特に受けるひとり親世帯等の経済的な負担を軽減するために、県独自の支援
として児童一人当たり５万円を支給する旨の説明があり、対象児童は約100人で、事務費を含めた事業費
は5,075千円を見込んでいるとのことでした。

新むつ小川原㈱福田社長へ
要望書を手交する様子

電気事業連合会
佐々木副会長へ
要望書を手交する様子

大和地方協力局長へ
要望書を手交する様子

中野東北防衛局長へ
要望書を手交する様子
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議会を監視するのは『あなた』です。９月定例会の傍聴人は29人でした。あなたも議会の傍聴をしてみ
ませんか？
傍聴は村政を知る良い機会です。また、ロックＴＶで一般質問の様子を録画放送しております。
定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局72－8121へお尋ねください。
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令和５年第５回六ヶ所村議会定例会会期日程（案)

※ 各委員会の開催時間等は、決まり次第HPでお知らせします。 【議会の日程は変更されることがあります】

日 程 月 日（曜日) 区 分 会 議 内 容

第１日目 12月１日(金) 本会議（午前10時）
開会、提出議案上程・説明、委員会付託

特別委員会※

第２日目 12月２日(土) 休日休会

第３日目 12月３日(日) 休日休会

第４日目 12月４日(月) 本会議（午前10時） 一 般 質 問

第５日目 12月５日(火) 休 会 常任委員会※

第６日目 12月６日(水) 本会議（午前10時） 議案審議

第７日目 12月７日(木) 本会議（午前10時） 議案審議、委員長報告、閉会

去る10月13日に福井県おおい町議会議

員13名が、本村を訪れました。

冒頭では、村の原子力政策や安全対策

について説明を行い、その後、議員同士

で意見交換会を実施いたしました。

お互いに原子力施設を抱える自治体議

会としての課題などについて活発な議論

が行われました。
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